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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチ入力を受信するように構成されたタッチセンサ式ディスプレイと、
　マーキングを、前記タッチセンサ式ディスプレイを介して表示できるように、マーキン
グ形式で前記タッチ入力を受信するように構成されたタッチ入力認識モジュールと、
　前記タッチ入力に基づいて、複数の既定のジェスチャから特定のジェスチャを認識する
ように構成されたジェスチャ認識モジュールと、
　前記特定のジェスチャを認識すると、前記マーキングから特定の文字を認識するように
構成された文字認識モジュールと、
　ＰＩＭ（個人情報管理）データベースを含むＰＩＭモジュールであって、前記ＰＩＭモ
ジュールは、前記マーキングを、前記ＰＩＭデータベースの複数の様々なＰＩＭスキーマ
のうちの選択された１つに適用し、かつ前記特定の文字を、前記ＰＩＭデータベースに、
前記ＰＩＭスキーマのうちの選択された１つに関連付けられた検索可能な項目として保存
するように構成され、前記ＰＩＭスキーマのうちの選択された１つは、前記認識された特
定のジェスチャに基づいて選択される、ＰＩＭモジュールと、
　階層的かつ平面に連続して配列された複数の記録ページのための経時特性の表示を、前
記複数の記録ページに対する前記タッチ入力の累積量にしたがって制御するように構成さ
れたエージングモジュールであって、前記タッチセンサ式ディスプレイは、前記記録ペー
ジを表示するようにさらに構成される、エージングモジュールと
　を備えたことを特徴とするタッチセンサ式コンピュータ装置。
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【請求項２】
　前記タッチセンサ式ディスプレイと動作可能なようにつながれ、前記複数の記録ページ
を保持するように構成されたデータ保持サブシステムをさらに備え、前記マーキングは、
前記複数の記録ページの１つにグラフィカルに配置されることを特徴とする請求項１に記
載のタッチセンサ式コンピュータ装置。
【請求項３】
　前記マーキングを、マークアップされた記録ページグラフィックのように、選択された
記録ページグラフィックの一部として表示するように構成されたインクレンダリングモジ
ュールと、前記マークアップされた記録ページグラフィックを、大容量記憶装置に保存さ
せるように構成されたアナログ入力モジュールをさらに備えたことを特徴とする請求項１
に記載のタッチセンサ式コンピュータ装置。
【請求項４】
　前記経時特性は、前記複数の記録ページに可変的に適用され、かつ黄変、染み、折り目
、しわ、裂け目、ひだ、および汚れ跡を含むグループから選択されることを特徴とする請
求項２に記載のタッチセンサ式コンピュータ装置。
【請求項５】
　前記エージングモジュールは、前記所与の１つの記録ページの経時の少なくとも１つ、
および前記所与の１つの記録ページに関連付けられる使用量に基づき、前記経時特性の表
示を制御するようにさらに構成されることを特徴とする請求項２に記載のタッチセンサ式
コンピュータ装置。
【請求項６】
　前記ジェスチャ認識モジュールは、前記特定のジェスチャを認識した上で、前記タッチ
センサ式ディスプレイに、前記複数のＰＩＭスキーマのうちの選択された１つに対する前
記マーキングの適用の確認を表示させることができるようにさらに構成されることを特徴
とする請求項１に記載のタッチセンサ式コンピュータ装置。
【請求項７】
　前記複数のＰＩＭスキーマは、予定表項目、作業項目、および連絡先項目の１つまたは
複数を含むことを特徴とする請求項１に記載のタッチセンサ式コンピュータ装置。
【請求項８】
　階層的かつ平面に連続して配列された複数の記録ページグラフィックを選択的に表示す
るように構成されたタッチセンサ式ディスプレイと、
　マーキングを、前記タッチセンサ式ディスプレイを介して前記複数の記録ページグラフ
ィックのうちの選択された１つにグラフィカルに配置できるように、マーキング形式で前
記タッチ入力を受信するように構成されたタッチ入力認識モジュールと、
　前記タッチ入力に基づいて、複数の既定のジェスチャから特定のジェスチャを認識する
ように構成されたジェスチャ認識モジュールと、
　前記記録ページグラフィックのうちの選択された１つからの前記マーキングを、複数の
ＰＩＭスキーマのうちの選択された１つに、前記特定のジェスチャの認識に応答して、適
用するように構成されたユーザインタフェースと、
　前記記録ページグラフィックの各々のための経時外観特性を、所定の経時的な状況およ
び所定の使用状況にしたがって制御するように構成されたエージングモジュールであって
、前記所定の使用状況は、前記複数の記録ページグラフィックに対する前記タッチ入力の
累積量を含む、エージングモジュールと
　を備えたことを特徴とするタッチセンサ式コンピュータ装置。
【請求項９】
　前記マーキングから特定の文字を認識し、かつ前記特定の文字を大容量記憶装置に保存
するように構成された文字認識モジュールをさらに備えたことを特徴とする請求項８に記
載のタッチセンサ式コンピュータ装置。
【請求項１０】
　前記複数のＰＩＭスキーマは、予定表スキーマ、作業スキーマ、および連絡先スキーマ



(3) JP 5377665 B2 2013.12.25

10

20

30

40

50

を含むことを特徴とする請求項８に記載のタッチセンサ式コンピュータ装置。
【請求項１１】
　前記複数の記録ページグラフィックのうちの選択された１つのため、前記所定の経時的
な状況は、前記複数の記録ページグラフィックのうちの選択された１つの最初の使用から
の継続時間を含み、前記所定の使用状況は、前記複数の記録ページグラフィックのうちの
選択された１つにより受ける使用量を含むことを特徴とする請求項８に記載のタッチセン
サ式コンピュータ装置。
【請求項１２】
　前記経時外観特性は、黄変、染み、折り目、しわ、裂け目、ひだ、および汚れ跡を含む
グループから選択されるグラフィカルな記録ページの表現を含むことを特徴とする請求項
８に記載のタッチセンサ式コンピュータ装置。
【請求項１３】
　前記マーキングの適用の確認を、前記複数のＰＩＭスキーマのうちの選択された１つの
ために表示するように構成されるユーザインタフェースをさらに備えたことを特徴とする
請求項１に記載のタッチセンサ式コンピュータ装置。
【請求項１４】
　タッチ入力を、コンピュータ装置において受信し、かつ処理する方法であって、前記方
法は、
　前記コンピュータ装置が、タッチセンサ式ディスプレイにおけるタッチ入力を、マーキ
ング形式で受信するステップと、
　前記コンピュータ装置が、前記タッチ入力に基づいて、複数の既定のジェスチャから特
定のジェスチャを認識するステップと、
　前記コンピュータ装置が、前記マーキングを、複数のＰＩＭスキーマのうちの選択され
た１つに適用するステップであって、前記ＰＩＭスキーマのうちの選択された１つは、前
記認識された特定のジェスチャに基づいて選択される、適用するステップと、
　前記コンピュータ装置が、記録ページグラフィックを、紙の記録の紙のページのように
、前記タッチセンサ式ディスプレイに表示するステップと、
　前記コンピュータ装置が、前記記録ページグラフィックに対する前記タッチ入力の累積
量にしたがって、前記記録ページグラフィックの外観を変更するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　前記コンピュータ装置が、前記マーキングを、前記記録ページグラフィック上のシミュ
レーションされた筆記実施マーキングとして保存するステップと、
　前記コンピュータ装置が、事前に選択された経時および／または使用基準にしたがって
、前記記録ページグラフィックの外観を変更するステップと
　をさらに備えたことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記コンピュータ装置が、スクロールページジェスチャをインタフェースの表面上の入
力装置から受信すると、追加の記録ページグラフィックを選択的に表示するステップをさ
らに備えたことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記追加の記録ページグラフィックは、階層的かつ平面に連続して配列された複数の記
録ページに基づくことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記外観を変更するステップは、前記記録ページグラフィックを表示している時間の累
積継続時間、および／または前記タッチセンサ式ディスプレイ表面上で受信されるタッチ
入力の累積回数にしたがって、折り目、染み、しわ、裂け目、および汚れの１つまたは複
数として現れるグラフィック特性を、前記記録ページグラフィックに追加するステップを
含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチセンサ式コンピュータ装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータ装置のユーザインタフェースは多くの場合、融通が利かずかつ複雑である
。ユーザは、タスクを実行し、考えを記録し、情報を整理し、またはコンテンツにアクセ
スするためには、複数のレイヤ(multiple layers)をナビゲートことが必要である。現在
のユーザインタフェースは、柔軟性、および簡単なアナログ記録(analog journal)の持つ
利用可能な使い易さが、一般に不足している。その結果ユーザは、多くの場合、ペンおよ
び紙を、日常生活におけるまとまりのない筆記、スケッチ、メモ取り、および日付の記入
のために未だに頼りにしている。ユーザはまた、情報をコピーすること、および／または
例えば情報をコンピュータ装置に入力することによる紙ベースのフォーマットからディジ
タル形式に変換することに時間を費やす場合がある。
【発明の概要】
【０００３】
　タッチセンサ式コンピュータ装置および方法を提供する。タッチセンサ式コンピュータ
装置／システムは、タッチ入力を受信するように構成されるタッチセンサ式ディスプレイ
を含むことができる。ジェスチャ認識モジュールを、タッチセンサ式ディスプレイとつな
ぐことができ、タッチ入力を受信するように構成することができる。ジェスチャ認識モジ
ュールをまた、タッチ入力に基づいて、また様々な既定の複数のジェスチャから選択する
ことにより、タッチ入力に対応する認識されたジェスチャを判定するように構成すること
ができる。タッチセンサ式コンピュータ装置はまた、ＰＩＭ（個人情報管理、personal i
nformation management）データベースを含むＰＩＭモジュールを含むことができる。Ｐ
ＩＭモジュールを、タッチセンサ式ディスプレイ上に表示される選択された項目を、ＰＩ
Ｍデータベースの複数の様々なＰＩＭスキーマの選択された１つに適用するように構成す
ることができる。ＰＩＭスキーマの選択された１つを、認識されたジェスチャに基づいて
選択することができる。
【０００４】
　本「発明の概要」を提供し、以下「発明を実施するための形態」においてさらに記述さ
れる概要の抜粋を、簡単な形で紹介する。本「発明の概要」は、特許請求の範囲に記載さ
れた主題の重要な特徴または本質的な特徴を特定することは意図しておらず、またこれを
使用して、特許請求の範囲に記載された主題の範囲を限定することも意図していない。さ
らに、特許請求の範囲に記載された主題は、本開示のいずれかで言及される任意またはす
べての不利な点を解決する実施を限定することもない。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本開示に準拠した自由形式の対話可能アーキテクチャを示すシステム図である。
【図２】図１に示される自由形式の対話可能アーキテクチャを含むことができるコンピュ
ータ装置の略図である。
【図３】図２に示されるコンピュータ装置上に選択的に表示される階層的かつ平面に連続
して配列された複数の記録ページ(journal page)を示す概略図である。
【図４】本開示に準拠した実施例のアーキテクチャ構造の略図である。
【図５】コンピュータ装置のタッチ入力を受信および処理する実施例の方法を示すフロー
チャートである。
【図６】コンピュータ装置のタッチ入力を受信および処理する実施例の方法を示すフロー
チャートである。
【図７】コンピュータ装置のタッチ入力を受信および処理する実施例の方法を示すフロー
チャートである。
【図８】コンピュータ装置のタッチ入力を受信および処理する実施例の方法を示すフロー
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チャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　図１は、コンピュータ装置１２を用いて使用されることができる自由形式の対話可能ア
ーキテクチャ１０を示すシステム図である。ある実施例では、アーキテクチャ１０は、モ
ジュールを含むことができる。モジュールは、メモリ１１に常駐することができるソフト
ウェアモジュールとすることができる。プロセッサ１５を、ソフトウェアを実行するよう
に構成することができる。アーキテクチャ１０は、例えば、タッチセンサ式ディスプレイ
１４の表面１８上のタッチ入力１６を受信するように構成されることができるタッチセン
サ式ディスプレイ１４を用いることができる。グラフィカルユーザインタフェース１９を
、種々の機能を提供するように構成し、ユーザがコンピュータ装置１２への入力を提供す
るのを支援し、ならびに／またはフィードバックおよび情報をユーザに提供することがで
きる。グラフィカルユーザインタフェース１９を、ソフトウェアモジュールにＧＵＩモジ
ュール２１を介してつなぐことができる。
【０００７】
　タッチ入力１６を、点線内に大まかに楕円形の形状でここに示す。ジェスチャ認識モジ
ュール２０を、タッチセンサ式ディスプレイ１４につなぎ、タッチ入力１６を受信するよ
うに、ならびにタッチ入力１６に基づいて、また既定の自由形式の複数のジェスチャから
選択することにより、認識されたジェスチャ２３を判定するように構成することができる
。認識されたジェスチャ２３も、点線内に大まかに楕円形の形状で示す。ジェスチャ認識
モジュール２０を、タッチ入力認識モジュール２２の一部として含むことができる。ＰＩ
Ｍ（個人情報管理）モジュール２４を、ジャスチャ認識モジュール２０につなぐことがで
きる。ＰＩＭモジュール２４は、ＰＩＭデータベース２６を含むことができる。ＰＩＭモ
ジュール２４を、タッチセンサ式ディスプレイ１４上に表示される選択された項目２８を
、ＰＩＭデータベース２６の様々な複数のＰＩＭスキーマ３０の選択された１つに適用す
るように構成することができる。ＰＩＭスキーマ３０の選択された１つを、認識されたジ
ェスチャ２３に基づいて選択することができる。ある場合では、選択された項目２８を適
用すると、選択された項目２８はまた、大容量記憶装置３６に保存することができる。複
数のＰＩＭスキーマ３０は、予定表項目(calendar item)４４、作業項目(task item)４６
、および連絡先項目(contact item)４８の１つまたは複数を含むことができる。他のＰＩ
Ｍスキーマ５０を含むことができる。注意すべきは、ある場合では、選択された項目２８
が、ユーザにより行なわれるマーキングを含む時のように、タッチ入力１６を、選択され
た項目２８および入力装置１７を用いて行なわれるジェスチャの両方を含むことと大まか
に考えることができる。この示された実施例におけるタッチ入力１６を、選択された項目
２８が存在している後に行なわれることと考えることができる。選択された項目２８は、
種々の入力形式からなるとすることができることも理解されよう。
【０００８】
　文字認識モジュール５２を、認識されるジェスチャ２３の認識をした上で、タッチ入力
１６を用いて含まれることができる英数字文字を認識するように構成することができる。
文字認識モジュール５２をまた、ＰＩＭモジュール２４に、英数字文字をＰＩＭデータベ
ース２６に検索可能な項目として保存させるように構成することができる。文字認識モジ
ュール５２をまた、英数字文字を大容量記憶装置３６に保存させるように構成することが
できる。
【０００９】
　ある実施例では、タッチセンサ式ディスプレイ１４を、選択された項目２８をタッチセ
ンサ式ディプレイ１４上に記録ページ(journal page)グラフィック３１の範囲内で表示す
るように構成することができる。述べたように、選択された項目２８は、入力装置１７を
用いて行なわれる、以前のタッチ入力１６の結果とすることができる。種々のオブジェク
トは、入力装置、例えばペン、またはスタイラス、または指などとしての機能を果たす。
その以前のタッチ入力１６は、例えばペンまたは鉛筆を用いて、１枚の紙に追加すること
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が可能であり得るものなら何でも良い。例えば、無制限にこのような描画、いたずら書き
、メモ、住所、数字などを記すこと。さらに、他の項目に、このような写真または電子文
書などを含むことができる。他の項目を、例えば、無制限にコンピュータ装置１２に入力
し、コンピュータ装置１２により生成し、または大容量記憶装置３６から取り出すことが
できる。
【００１０】
　コンピュータ装置１２は、選択された項目２８を、マークアップされた記録ページグラ
フィックのような選択された記録ページグラフィック３１の一部として表示するように構
成されるインクレンダリングモジュール３２を含むことができる。インクレンダリングモ
ジュール３２はまた、ユーザに選択可能な選択肢、例えば線の種類、線の幅および線の色
を提供することができる。
【００１１】
　データ保持サブシステムを、タッチセンサ式ディスプレイ１４に動作可能なようにつな
ぐことができ、複数の記録ページグラフィックを保持するように構成することができる。
複数の記録ページグラフィックは、以下で述べられる階層的かつ平面に連続して配列され
た複数の記録ページ７０とすることができる。アナログ入力モジュールを、データ保持サ
ブシステムに含むことができ、またマークアップされた記録ページグラフィックを大容量
記憶装置３６に保存させるように構成することができる。ページモジュール３３は、追加
の記録ページグラフィック３１を提供することができ、かつ／または記録ページグラフィ
ック３１を順序付けることができる。
【００１２】
　コンピュータ装置１２はまた、タッチセンサ式ディスプレイ１４およびデータ保持サブ
システムに動作可能なようにつながれるエージングモジュール４０を含むことができる。
エージングモジュールは、紙の物理学(paper physics)と呼ぶことができるものを提供す
ることができる。エージングモジュール４０を、記録ページグラフィック３１の各々をタ
ッチセンサ式ディスプレイ１４上に紙の記録の紙のページのように表示するように構成す
ることができる。エージングモジュール４０を、記録ページグラフィック３１への経時特
性(aging characteristics)の表示を選択的に制御するように構成することができる。経
時特性を可変的に適用することができる。各記録ページの経時特性は、少なくとも１つの
このような記録ページの経時(age)およびこのような記録ページに関連付く使用量に基づ
くことができる。ある実施例では、選択された記録ページグラフィック３１を、外観を、
選択された記録ページグラフィック３１の生成からの経過時間、または記録ページグラフ
ィックが最初のタッチ入力１６を受信したときからの時間の累積継続時間の一方または両
方にしたがって変更するように構成することができる。クロック／カレンダモジュール４
２は、時間の一定の継続時間を提供することができる。
【００１３】
　アーキテクチャ１０もまた、種々の他のアプリケーション５０を実行するように構成す
ることができる。他のアプリケーション５０は、他の既定のジェスチャを認識した上で実
行可能にすることができる。ジェスチャ認識を使用し、種々の他のアプリケーション５０
を実行するか、ジェスチャ認識を使用し、タッチセンサ式ディスプレイ１４上の１つまた
は複数の選択された項目２８を、複数の様々なPIMスキーマ３０の選択された１つに適用
することに代えて、または加えて、種々のコマンドボタン５２を使用することができる。
種々の他のアプリケーション５０および様々なPIMスキーマ３０の適用はまた、検索モジ
ュール５４を用いることができる。検索モジュール５４を、例えばインターネットなどの
コンピュータネットワーク５６につなぎ、またはつなぐことができる場合がある。
【００１４】
　さらにアーキテクチャ１０は、ＧＰＳシステム６０につながれる、またはつながれるこ
とができる場所モジュール５８を含むことができる。特定のタッチ入力１６を行なったと
きユーザを探し出した特定の場所を、ＰＩＭデータベース２６または大容量記憶装置３６
に保存することができる。入力を行なったときのコンピュータ装置１２の場所を、その後
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、ＰＩＭスキーマ３０に含まれる項目を思い出すために使用されることができる種々の検
索基準の一部として含むことができる。さらに、または代わりに、任意の特定タッチ入力
を行なった場所に関する場所を、ＰＩＭスキーマ３０の一部であるかないかを問わず、使
用し、特定の記録ページグラフィック３１を探し出すことができる。これは、例えば、ユ
ーザが、旅行中、または会議中など、入力を行なった時にユーザがいた場所を思い出すこ
とができるが、特定の記録ページを見つけることができない場合に、役立つ場合がある。
これはユーザが、ユーザが何かを書き留めた、またはスケッチしたときにユーザがいた場
所のユーザの記憶に基づく多数の紙の記録の中の特定の１ページを見つけるのを支援する
ことと似ているが、そうでなければ、それを見つけるために紙の記録の大部分またはすべ
てに目を通すことになるだろう。さらに、または別の方法として、地理的なきっかけ(geo
graphic cues)を使用し、特定の記録ページを見つけることのために、本明細書に記述さ
れるコンピュータ装置１２のユーザは、種々の他の知覚によるきっかけ(sensory cues)、
例えば、経時およびまたは記録ページグラフィック３１の大まかな外観などを使用するこ
とができる。本明細書に記述されるアーキテクチャ１０、コンピュータ装置１２、および
方法を、これら知覚によるきっかけを提供するように構成することができる。
【００１５】
　図２は、入力装置１７および／またはディジタル入力からのアナログ入力を受信し、か
つ保存するために使用されることができるコンピュータ装置１２の略図である。図３は、
階層的かつ平面に連続して配列された複数の記録ページ７０を示す概略図である。コンピ
ュータ装置１２は、タッチセンサ式ディスプレイ１４上の階層的かつ平面に連続して配列
された複数の記録ページ７０を選択的に表示するように構成されるユーザインタフェース
１９を含むことができる。１つの記録ページグラフィック３１を図２に示す。ユーザイン
タフェース１９を、選択された項目２８を、記録ページグラフィック３１の選択された１
つで、複数のＰＩＭスキーマ３０の選択された１つに、タッチセンサ式ディスプレイ１４
に適用されるタッチ入力１６に応答して、適用するように構成することができる。これは
、入力装置１７を用いて行なわれる認識されたジェスチャ２３のような既定の自由形式の
ジェスチャを認識することで発生する。コンピュータ装置１２は、タッチセンサ式ディス
プレイ１４に適用される各タッチ入力１６のための経時の外観特性を制御するように構成
されるエージングモジュール４０（図１）を含むことができる。記録ページグラフィック
３１の各々を、タッチセンサ式ディスプレイ１４上に、紙の記録の紙のページのように現
れるように構成することができる。エージングモジュール４０を、選択された記録グラフ
ィック３１を、１または複数回後に所定の経時的な状況(temporal conditions)および／
または所定の使用状況にしたがう所定のグラフィカルな変更点７２とともに再表示するよ
うに構成することができる。所定のグラフィカルな変更点７２を、述べられるように、記
録する経験を高めるための知覚によるきっかけ、および思い出すための補助に含むことが
できる。
【００１６】
　選択された記録ページグラフィック３１を、外観を変更するように、すなわち、所定の
グラフィカルな変更点７２の追加とともに、選択された記録ページグラフィックの生成か
らの経過時間、または、記録ページグラフィックを、階層的かつ平面に連続して配列され
た複数の記録ページ７０の間で選択していた時間の累積継続時間の一方または両方にした
がって、構成することができる。所定の経時的な状況は、記録ページグラフィックの選択
された１つの最初の使用からの継続時間を含み、および所定の使用状況は、記録ページグ
ラフィックの選択された１つにより受ける使用量を含むことができる。
【００１７】
　エージングモジュール４０を、１つまたは複数の変色(discoloration)の外観、例えば
、黄変(yellowing)、染み(smudges)、折り目(crinkles)、しわ(wrinkles)、裂け目(rips)
、染み(smudges)、汚れ跡(soil mark)、およびひだ(folds)などを、選択された記録ペー
ジグラフィック３１に、選択された記録ページグラフィック３１としての累積継続時間、
およびまたは記録ページグラフィックが、記録ページグラフィック３１の選択された１つ
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である間に、コンピュータ装置に行なわれているアナログ入力の累積量にしたがって、追
加するように構成することができる。
【００１８】
　ある場合は、既定の自由形式のジェスチャ２３を認識した上で、ユーザインタフェース
１９は、複数のオーバレイナビゲーションツール(overlay navigational tools)の１つを
、タッチセンサ式ディスプレイ１４上に表示させ、ユーザが、実行できる動作、およびそ
の発生を確認することによるコンピュータ装置１２の反応をナビゲートするのを支援する
。ジェスチャ認識モジュール２０を構成し、認識されるジェスチャ２３を判定した上で、
ジェスチャ認識モジュール２０は、タッチセンサ式ディスプレイ１４に、選択された項目
についてのアプリケーションの確認８０を、複数のＰＩＭスキーマの選択された１つのた
めに表示させることができる。事前に選択された時間、例えば、タッチセンサ式ディスプ
レイ１４上で見えるようになってから１秒後、確認８０は消えることができる。確認８０
は、種々の形式、例えば、ＰＩＭスキーマに対応する名前付きボックス(a box with a la
bel)をとることができる。ナビゲーション矢印(navigation arrow)８２もまた、確認８０
とともに含むことができる。
【００１９】
　ある場合は、階層的かつ平面に連続して配列された複数の記録ページ７０を進め、また
は戻し、または別の方法で逆方向および順方向にスクロールすることができる。ある場合
は、これを、場所９２の矢印９０を用いて示されるように上方向および下方向に、ユーザ
の指、または他の種類の入力装置を走らせることにより成し遂げることができる。他の有
効化(activation)技術を使用することができる。他の有効化技術を、スクロールページジ
ェスチャと呼ぶことができる。
【００２０】
　図２は、コンピュータ装置の右側９４上にアナログ入力領域、および左側９６上に種々
の他の機能を示す。これは、一実施例の構成である。ある場合は、両側をアナログ入力用
に構成することができる。ある場合は、左側９６をアナログ入力用に構成することができ
、右側９４を他の機能を表示するように構成することができる。左側９６のアナログ入力
は、左利きの人用に推奨の構成とすることができる（その逆も同様）。コンピュータ装置
１２は、背（書物の背、spine）を左側９６と右側９４との間に含むことができる。コン
ピュータ装置１２は、背で、紙の記録と同様に折り畳み可能にすることができる。一実施
例のコマンドボタン５２を背の上に示す。
【００２１】
　図２に示される記録機構の左側９６上の種々の他の機能は、本明細書に詳細に述べられ
るこれらのそばの種々の他の機能を有効にする。種々の機能を、例えば選択可能なアイコ
ンを選択的に表示させることができ、スクロール可能にすることができる。図４は、実施
例のアーキテクチャ構造１００の略図である。アーキテクチャ構造１００は、例えば、種
々のＰＩＭスキーマ３０、種々の他のアプリケーション５０、または他のスキーマを有効
にするために選択可能にされることができるアイコンを示す。さらに、表示可能な記録ペ
ージグラフィック３０の種々のノート、含んでいる種々の各数を、選択されたノートをタ
ッチセンサ式ディスプレイ１４上に表示させることができる対応するアイコンを選択する
ことにより、選択することができる。
【００２２】
　図５は、コンピュータ装置のタッチ入力を受信および処理する方法２００の実施例を示
すフローチャートある。方法２００を上記システムおよび上記装置を使用し、または他の
適切なハードウェアおよび他の適切なソフトウェアを使用し、実施することができる。方
法２００は、２０２で、タッチセンサ式ディスプレイにおけるタッチ入力を受信すること
を含むことができる。タッチ入力は、コンピュータ装置のタッチセンサ式ディスプレイ表
面で行なわれる入力装置からとすることができる。２０４で、方法２００はまた、タッチ
入力を検索可能なデータベースに保存する要求としてディスプレイ表面で行なわれる所定
のジェスチャを認識することを含むことができる。これは、タッチ入力に基づき、また複
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数の様々な既定のジェスチャから選択することにより、タッチ入力に対応する認識された
ジェスチャを判定することを含むことができる。方法２００は、タッチセンサ式ディスプ
レイ上に表示される選択された項目を、認識されたジェスチャに基づき選択される複数の
ＰＩＭスキーマの選択された１つに適用することを含むことができる。２０６で、方法２
００はまた、少なくとも所定のジェスチャを認識した上でタッチ入力を用いて行なわれる
英数字文字を認識することも含むことができる。２０８で、方法２００はまた、英数字文
字を検索可能なデータベースに、作業項目、予定表項目、および連絡先項目の１つまたは
複数として保存することを含むことができる。２１０で、方法２００はまた、記録ページ
グラフィックをインタフェースの表面上に表示し、紙の記録の紙の記録ページのように現
れることを含むことができる。２１２で、方法２００はまた、ペンストローク入力を、記
録ページグラフィック上のシミュレーションされた筆記実施マーキング(simulated writi
ng implement marking)として保存することを含むことができる。さらに、２１４で、方
法２００はまた、記録ページグラフィックの外観を、事前に選択された経時、および／ま
たは使用基準にしたがって変更すること含むことができる。
【００２３】
　図６は、図５に示される方法２００の実施例のバリエーションを示すフローチャートで
ある。方法２００は、２１６で、追加の記録ページグラフィックを、インタフェースの表
面上の入力装置からのスクロールページジャスチャを受信した上で選択的に表示すること
をさらに含むことができる。ある場合は、追加の記録ページグラフィックは、図３に示さ
れる階層的かつ平面に連続して配列された複数の記録ページ７０が提供しているものとす
ることができる。
【００２４】
　図７は、図５に示される方法２００の他の実施例のバリエーションを示すフローチャー
トである。外観を変更すること２１４（図５）は、２１８で、色を記録ページグラフィッ
クに追加し、記録ページグラフィックに黄変した外観を、記録ページグラフィックが最初
のタッチ入力を受信したときからの経過時間にしたがって与えることを含むことができる
。
【００２５】
　図８は、図５に示される方法２００の他の実施例のバリエーションを示すフローチャー
トである。外観を変更すること２１４（図５）は、２２０で、記録グラフィックを表示し
ている時間の累積継続時間および／またはタッチセンサ式ディスプレイ表面上で受信され
るタッチ入力の累積回数にしたがって、折り目、染み、しわ、裂け目、および汚れの１つ
または複数として現れるグラフィック特性を、記録ページグラフィックに与えることを含
むことができる。
【００２６】
　本明細に記述されるコンピュータ装置を本明細において記述されるプログラムを実行す
るように構成される任意の適切なコンピュータ装置とすることができることを理解されよ
う。例えば、コンピュータ装置を、メインフレームコンピュータ、パーソナルコンピュー
タ、ラップトップコンピュータ、ＰＤＡ(portable data assistant)、コンピュータで使
用可能な無線電話、ネットワークコンピュータ装置、改良された携帯電話装置(enhanced 
mobile telephone device)、または他の適切なコンピュータ装置とすることができ、互い
にインターネットなどコンピュータネットワークを介して接続することができる。これら
のコンピュータ装置は、プロセッサ、および関連の非揮発性メモリおよび揮発性メモリを
一般に含み、かつ揮発性メモリおよびプロセッサの一部に使用する非揮発性メモリ内に記
憶されるプログラムを実行するように構成される。本明細書において使用されるように、
用語「プログラム」は、本明細書において記述される１つまたは複数のコンピュータ装置
により実行される、またはそれらにより適用されるソフトウェアコンポーネント、または
ファームウェアコンポーネントを示し、実行可能ファイル、データファイル、ライブラリ
、ドライバ、スクリプト、データベースレコードなどの個体またはグループを包含するよ
うに意図されている。コンピュータ可読媒体を、コンピュータ可読媒体上に記憶されるプ
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ログラム命令を有しつつ提供することができることを理解されよう。この際、そのプログ
ラム命令は、コンピュータ装置により実行された上で提供され、コンピュータ装置に上記
方法を実行させる、または上記システムの操作をもたらす。
【００２７】
　本明細書における実施形態は、本発明の範囲を、前述の記述によるというよりむしろ添
付された特許請求の範囲によって定義し、ならびに、特許説明の範囲の境界(metes)およ
び限定範囲(bounds)、または特許説明の範囲のこのような境界および限定範囲の等価の中
に収まるすべての変更を、特許請求の範囲により包含することを意図するため、例示的で
あり、限定的でないことを理解されるべきである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】
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